
１ はじめに

２０１１年３月１１日１４時４６分に発生した平成２３

年東北地方太平洋沖地震は，大津波を発生させ，

東日本の太平洋側に甚大な被害を引き起こした．

海上保安庁では，被災港湾における緊急物資の輸

送が早急に可能となるよう，本庁所属の測量船全

５隻（昭洋，拓洋，明洋，天洋，海洋）を航路障

害物調査のため二管区へ派遣した．発災翌日の３

月１２日から測量機材等の準備を終えた測量船が

順次東北地方に向かい，４月中旬まで航路障害物

調査に従事した．その結果，３月１５日の釜石港

の一部供用開始を皮切りに，東北地方の国際拠点

港，重要港湾等の一部供用開始に大きく貢献し

た．本稿では，発災直後の混乱の中，機材の準備

から調査，資料整理等にいたる測量船及び陸上の

活動を紹介する．

２ 緊急対応調査機器等準備

今回の調査では，測量船５隻全てが派遣される

ことになり，また甚大な被害状況から，対応の長

期化が予測された．このため，調査機器が本庁保

有分では足りず，被災した管区（一，二，三管

区）を除く各管区海洋情報部に，調査機器を本庁

若しくは二管区へ，可能な限り早急に送付するこ

とを依頼した．以下に各管区が行った調査機器等

の準備，輸送についての取り組みを記載する．

【四管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３０００），音響測深機（PDR６０１），GPS，発電機）

を，中部空港海上保安航空基地の所属ヘリによっ

て，二管区へ向かう神戸海上保安部巡視船に搭載

し，さらにそこから測量船「明洋」へ搭載し二管

区へ輸送した．

【五管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（CM２），

音響測深機（PDR８０００），GPS，発電機）及び測

量担当官を二管区に向かう神戸海上保安部巡視船

によって，測量船「明洋」に移送し，二管区へ輸

送した．

【六管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３９００），音響測深機（PDR６０１），GPS，発電機２

台）を民間に依頼し本庁へ輸送した．

【七管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３０００），音響測深機（PDR６０１），GPS，発電機２

台，インターフェロメトリー測深機（C３D−

LPM））を民間に依頼し本庁へ輸送した．
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Abstract

There was urgent need to secure safety transportation of emergency relief supplies to ports devastated by the２０１１

off the Pacific coast of Tohoku Earthquake and tsunami. Immediately after the disaster, Japan Coast Guard dedi-

cated all of the survey vessels, Shoyo, Takuyo, Meiyo, Tenyo and Kaiyo , to obstruction surveys in eleven important

ports, and greatly contributed to quick re-opening of these affected ports.
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【八管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３９００），音響測深機（PDR８０００），GPS，発電機，

験潮器（RMD）２台）を民間に依頼し輸送した．

その際，管轄の警察署において緊急輸送物資の指

定を受けたことから迅速に本庁へ輸送することが

できた．

【九管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３９００），音響測深機（PDR８０００），GPS，発電機）

を九管区職員が官用車により本庁へ搬送した．

【十管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３０００），音響測深機（PDR６０１），GPS，発電機２

台）を民間に依頼し本庁へ輸送した．

【十一管区】

資機材一式（サイドスキャンソナー（System

３９００），音響測深機（PDR６０１），GPS，発電機）

を二管区に派遣予定の巡視船に搭載したが，巡視

船の行動等に変更があり，資機材は今後の予備と

して十一管区へ戻した．

その他，航路障害物調査後の水路測量に用いる

ため，海上保安学校保有のマルチビーム測深機

（SeaBat９００１）一式についても準備した．

３ 現地調査の概要

海上保安庁は，本庁測量船５隻にそれぞれ調査

班を乗船させ東北沖へ派遣し，国際拠点港湾，重

要港湾等の航路障害物調査を実施した（Table

１，Fig．１）．

二管区が収集した被災港湾の異物撤去状況に関

する情報を基にして，本庁海洋調査課が調査区域

を決定した．港湾の異物撤去状況の新しい情報が

順次入ってくるため，各測量船の調査予定港湾が

たびたび変更された．各測量船調査班は，当日の

調査内容と異物存在の状況を本庁海洋調査課に報

告し，海洋調査課資料整理隊が取りまとめて毎日

調査結果を本庁及び二管区対策室に報告した．二

管区対策室は，異物の存在状況を港湾管理者に通

知し，国土交通省東北地方整備局や港湾管理者が

異物の撤去を実施した．その結果，再度，撤去確

認調査を実施することもしばしばあった．

調査対象である港湾及びその周辺海域では，津

波の引き波によって，多くのガレキが海面，海

中，海底を問わず点在していた．特に海中を漂い

船上から確認できない魚網等のロープは，航路障

害物調査を行っている測量船やその搭載艇に１日

に何度も絡索し，円滑な業務を行う上で障害と

なった．当庁の潜水士は捜索救難業務，孤立被災

者の調査等に当たっていたため，測量船等の絡索

除去に時間を要し，絡索対策が大きな課題となっ

ていた．そのような状況の中，海上自衛隊が航路

啓開作業に派遣されていたことから，二管区海洋

情報部は宮城県に派遣されている海上自衛隊リエ

ゾンとの会合をもち，掃海艇の潜水士による解ら

ん作業及び浮流物の除去の協力について了諾を得

た．仙台塩釜港，石巻港，気仙沼港及び大船渡港

表１ 各船による航路障害物調査と使用機器．

Table１ A summary of the sequence of obstruction
surveys in damaged ports, carried out by
JHOD’s vessels. Sonars used in each survey
are also shown.
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において，海上自衛隊と連携して航路障害物調査

を実施した（Photo１）．これにより，測量船と搭

載艇は絡索を心配する必要が無くなり，以降の調

査を順調に進めることができるようになった．以

下に，本庁が派遣した５隻の各測量船が実施した

航路啓開のための障害物調査について述べる．

（１）「昭洋」による航路障害物調査

【１次行動】

「昭洋」は，３月１１日の地震発生時，沖縄方面

での調査を行っていたが，地震の発生を受けて

１５：２０頃調査を中止して基地帰投を開始した．

回航中，上乗り班員４名のうち２名が航路障害

物調査要員に指名され，補給後直ちに被災地へ向

かうこととなった．補給は，時間の節約及び確実

な補給を行うため，横浜防災基地で行うことと

なった．３月１３日１４：２０に同基地へ着岸し，１５

時頃に，三管区保有の DGPS，音響測深機（PDR

６０１）一式，サイドスキャンソナー（System

３０００）一式及び発電機等を「昭洋」に積み込ん

だ．また１７時頃本庁に保管してあった九管区保

有の音響測深機（PDR６０１）用バイブレーター，

サイドスキャンソナー（System３９００）一式と収

録用ノートパソコン，HYPACK（データ収録・

処理ソフト）のライセンスキー及び DGPS（Ag−

GPS）を「昭洋」に積み込んだ．九管区のバイブ

レーターは三管区のものと違いケーブルの長さに

余裕があったため，「昭洋」の観測科と協議し，

搭載艇への機器艤装を勘案して，三管区の音響測

深機本体と九管区のバイブレーターを使用するこ

ととした．サイドスキャンソナーは，System３９００

が System３０００と比較して高分解能であり，ケー

ブルが短く（System３９００は１００m，System３０００

は３００m）取り回しがしやすいことから，前者を

使用することとした．

３月１４日０８：５０に横浜防災基地を出港した．

回航中の１４日１８：３０，「昭洋」の調査港湾が八

戸港と決まった．調査海域は八戸港口の中央防波

堤突端から港奥の B・C岸壁に至る�から�の５
つの区域が指定された（Fig．２）．

回航中，八戸港における航路障害物調査の作業

写真１ ゴムボートによる海上自衛隊の見張り．手前

は測量船「拓洋」搭載艇（仙台塩釜港）.
Photo１ Support of the members of the Maritime Self

−Defense Force（MSDF）minesweeper.
They aboard the rubber boat follows “Jinbei”,
one of onboard crafts of the S/V Takuyo ,
watching for obstructions in water（in Sendai
−Shiogama Port）.

図１ 航路障害物調査と一部供用の状況．

Fig．１ Obstruction surveys and re−opening of dam-
aged ports.

Obstruction surveys in damaged ports
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方針を検討した．海中浮遊物に関する情報がほと

んど無い状況で，いきなりサイドスキャンソナー

を曳航することは危険であることから，まずは浮

遊物の状況を確認しつつ音響測深機のみで調査海

域の中央を沖側から港奥まで航走して港内の現況

を把握する．その後，サイドスキャンソナーを片

舷１５０mレンジで曳航し，順次調査区域を１００m

間隔で設定した測線を１本おきに埋めていくこと

とした．また，海図をコピーして，海図記載状況

との比較及び浮遊物の存在範囲記載用の図とする

こととした．海図との水深比較には潮汐データが

必須であるが，八戸港では観測ができず入手が不

可能であると予想されたため，潮汐予報値を使用

して水深値の改正をすることとした．調査には二

号艇（マンボウ�）よりも乗船定員が多い一号艇
（機動測量艇）を使用し，乗船者は午前と午後の

二班に分け，班構成は航海科と観測科が各２名，

機関科が１名，上乗り班員が２名とした．測量資

機材（音響測深機一式，サイドスキャンソナー，

DGPS受信機，ノートパソコン，操船者用モニ

ター，AC−DCコンバータ），１０W無線機，ラジ

オ，飲料水，軽食，海図のコピーのほか，漂流者

等への対応として毛布，タモ網，マスク，ゴーグ

ル，ゴム手袋，クレゾール，線香を携行した．な

お，津波発生に対する安全策としては，本船は漂

泊状態を基本として，津波に関する情報があれば

直ちに調査班に速報する体制をとることとした．

（八戸港）

１５日２１：３０に八戸港沖に到着し，１６日０７：

３０から一号艇を舷側まで降下させ測量資機材を

艇内に積み込んだ．午前中は，海上模様が悪いた

め測量機材の接続をはじめとする準備作業を行っ

た．作業を進める中で，三管区の音響測深機本体

と九管区のバイブレーターはコネクタの大きさが

違うため使用不能であることが判明した．このま

までは音響測深機を使用した調査ができないた

め，三管区と九管区のバイブレーターのケーブル

を切断して九管区のケーブルに三管区のコネクタ

をハンダ付けして交換対応することとした．

午後になり天候が回復したことから，１２：３０

に一号艇は降下を開始した．着水後，波浪を緩和

できる港内に向かい，八戸港中央防波堤の屈曲部

付近で測量旗，GPS受信機，バイブレーターを

装着，各配線接続を行い，１３：２５から調査を開

始した．しかし，観測用電源１００Vが安定せず，

発電機のブレーカーがすぐに落ちて給電がストッ

プする状態となった．このため，１３：４１に「昭

洋」に一時帰船し，観測機器への給電用に携帯用

発動発電機と「昭洋」保有の予備ガソリンタンク

を一号艇に積込み使用することとした．１４：４１

に再度出発し，港内の中央防波堤の屈曲部付近で

左舷側バイブレーター２本を艤装し，１５：１０よ

り港奥へ向けて調査を開始した．区域�の途中か
ら白銀北防波堤と白銀西防波堤の中央を通り，区

域�の北側から区域�の南の白銀ふ頭の前面まで
航走した．その後反転して，再び区域�に戻り，
東から西へ向けて航走した後に区域�の南端に
１６：０５に到着した．港奥までの音響測深機のみ

による調査では，目立った障害物は音響測深記録

上，確認されず，また目視による漂流物もなかっ

たことから，サイドスキャンソナーの投入は可能

と判断し１６：３４からサイドスキャンソナーによ

る調査を区域�から開始した（Photo２）．その後

区域�へ接続する�の区域を終えた後，１７：００

図２ 八戸港調査区域（指示図）.
Fig．２ Map of the survey areas（planned）in Hachi-

nohe port, including the five areas that the S/V
Shoyo was initially instructed to survey as of１４
March.

Hydrographic Survey Team responding to Disasters
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に区域�に向かった．さらに，区域�，�を通り
１７：３７に調査が終了した．日没が１７：４１であっ

たことから，調査機材の揚収地点から「昭洋」ま

での回航中は「昭洋」の航海灯のみが目印となっ

てしまい，波浪が大きく舵効きが悪いため何度も

航海灯を見失うなどして３０分ほどかかっ

て，１８：１０にようやく帰船した．

帰船後，本庁担当者から，区域�は他機関が測
深を実施済みなので調査は中止，また翌日の調査

は河原木２号ふ頭前面区域（Fig．２）を実施する

こととの連絡が入った．資料整理ではイベント

マーク位置を中心としたサイドスキャンソナー記

録の確認，音響測深記録とサイドスキャンソナー

記録から異物の比高と位置の算出，これらの位置

の重複確認，翌日の調査区域の測線の作成等の作

業を行った．

１７日は０９：０７に河原木２号ふ頭付近へ到着

し，艤装後０９：２１に調査を開始した．吹雪で一

時的に視界が２０m程にもなる悪天候の中，泊地

部分の予定測線を航走した後，ふ頭前面の岸壁一

番線を１本走り，１０：３３に午前中の調査を終了

した．サイドスキャンソナーと左舷側バイブレー

ターを船上に揚収し，崩壊した八太郎北防波堤北

端付近まで接近している「昭洋」に１１：１５に帰

船した．「昭洋」において，午前中のデータを大

至急で確認し補測箇所を抽出し，上乗り班員２名

を除き一号艇乗船者を入れ換えて，１３：０５に搭

載艇を降下し出発した．再び，河原木２号ふ頭前

面区域の補測調査を１３：５６から１５：４５までの間

実施した．その後１６：１０までの間，音響測深機

のみでふ頭前面の岸壁一番線，二番線の調査を

行った．１６：４０に「昭洋」に帰船した．帰船

後，都市ガスの供給を再開するため，燃料船を至

急着岸させる必要があるとの情報を得た．そのた

め１８日は新たに燃料船の岸壁までの海域を加

え，西へ調査区域を拡大することとした

（Fig．２）．また，現場での調査時間が４時間程度

しかなかったことから，効率的な調査方法を採用

し，調査開始時間も０８：００からとした．

１８日は０７：００から機材積み込み開始，０８：１０

に降下・出発，区域�北端付近で０８：２７に左舷
バイブレーターを設置しサイドスキャンソナーを

投入，調査を開始した．区域�を１本南下した
後，区域�，�を通しての調査を１１：３８まで実
施し，調査機器を揚収後，１２：１０に「昭洋」に

帰船した．午後の測量班と交代後，１２：２０に

「昭洋」を出発，１２：３７から引き続き区域�，�
の残り，及び区域�の調査と白銀ふ頭の側傍測深
を１６：３７までの間実施した（Fig．３）．調査機器

を揚収，「昭洋」へ１７：００に帰船した．本日の調

査で八戸港の調査は完了し，翌日の１９日からは

久慈港の調査を実施することとなった．

図３ 八戸港調査実施区域と異物の位置．

Fig．３ Map of the area surveyed in Hachinohe port
and the locations of detected obstructions（red
dots）.

写真２ サイドスキャンソナー曳航時の後部甲板．

Photo２ Aft deck of the onboard craft towing a side
scan sonar.
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（久慈港）

１９日０５：１５に八戸港を抜錨し，０７：３０に久慈

港外に到着した．一号艇を舷側まで降ろし観測機

器等の物品を積み込み，午前班が乗船して０８：

３０に降下・出発した．０８：５０に調査区域付近に

到着，バイブレーターを両舷に設置後，０８：５５

から音響測深機のみで区域�から�までの区域中
央の調査を開始した（Fig．４）．０９：３５にサイド

スキャンソナーを投入して区域�の調査を開始
し，１１：００か ら は 区 域�の 調 査 を 開 始 し
た．１１：３９に午前の調査を終了し，１２：００に帰

船した．午後は，１２：０８に降下・出発し，１２：

３０に区域�に到着後バイブレーターを再設置，
調査を再開した．１４：４５に区域�の調査を終了
し，午前班が懸案としていた区域�の未測範囲の
調査に向かい，１５：３５に計画された海域の調査

を完了した．翌２０日からは，大船渡港の調査を

行うこととなり，２０：３０に回航を開始した．

（大船渡港）

大船渡港の当初の調査区域は，湾口から湾奥の

公共岸壁までの途中の珊琥島の東側を通る航路と

泊地を含む，区域�から�である（Fig．５）．大船

渡港における調査作業では，海上自衛隊の支援を

受けることとなった．

大船渡港沖には３月２０日０６：３０に到着し

た．１０：００に海上自衛隊員３名がゴムボートで

接舷，乗船し，１０：１５から１０：５０の間で測量の

事前打ち合わせを実施した．２０日は１２：００から

１７：００まで，２１日は０７：３０から１２：００人員交

替後１７：００まで調査を行うことを確認した．

１２：１０に一号艇が降下，離船した後，連絡要員

の海上自衛隊員１名が一号艇に乗船した．これま

での測量手順どおり音響測深機のみで，区域の中

央の調査を１２：３２から１３：１０の間実施した．そ

の結果，木などの浮遊物はあるもののサイドス

キャンソナーの曳航は注意深く運用すれば可能と

判断されたため，１３：２３から１５：１３までの間サ

イドスキャンソナーによって区域�の西半分及び
区域�から�の調査を実施した．この間，支援の
ため海上自衛隊のゴムボートが先導１隻，後方に

図４ 久慈港調査実施区域と異物の位置．

Fig．４ Map of Kuji port, showing the surveyed area
and the locations of detected obstructions（red
dots）.

図５ 大船渡港調査区域（当初指示）.
Fig．５ Map of Ofunato port, showing the survey area

initially assigned to the S/V Shoyo for the ob-
struction survey.
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２隻追従した．しかし，サイドスキャンソナーの

記録にゴムボートの航跡が映り込むため，曳航体

よりもさらに５０mほど後方で追従してもらうこ

ととした．１５：２１から１５：３４の間，サイドス

キャンソナーを一旦揚収して，音響測深機のみで

公共岸壁の側傍測深を実施した．その後，区域�
の中央付近における比高約３mの異物の位置の

特定を巡視船から依頼されたため，再度サイドス

キャンソナーを投入の上，１５：４２から１７：１３の

間，補・再測を実施した．異物の位置の経緯度を

連絡し調査を終え，１７：４０に帰船した．

資料整理を実施していたところ，異物の位置関

係がサイドスキャンソナーと音響測深機とで違い

があった．違いの原因について検討した結果，こ

れまでの異物の報告位置はサイドスキャンソナー

の姿勢が正しく補正されていないことが判明し

た．これを受けてサイドスキャンソナーの姿勢に

ついての対処方針を船内で協議し，ブイが曳航時

にサイドスキャンソナーの姿勢に影響を及ぼして

いたと判断した．そのため，今後はサイドスキャ

ンソナー後部に取り付けていたブイを取り外すこ

ととした．また，これまでの報告した異物の位置

について誤りがあることから，サイドスキャンソ

ナーの姿勢の影響を考慮して，位置補正を実施す

ることとした．

資料整理等を終える頃，本庁から翌日以降の調

査では，珊琥島の西側航路を調査区域として追加

し，区域�の東半分も実施せよとの連絡があっ
た．

２１日は１２：０７に一号艇は降下・出発し，途中

で海上自衛隊員を乗船させた．両舷にバイブレー

ターを設置後，ブイを取り付けない状態でサイド

スキャンソナーを曳航し，１２：４４に区域�の東
口から前日の調査最後の湾口の異常点の再測を

行った後，区域�の東半分の調査と同区域内の岸
壁の側傍測深を実施した．その後，前日発見した

区域�の西部の公共岸壁前面の異物を撤去したの
で再調査するよう，巡視船から「昭洋」を通じて

依頼があったため，同地点付近の再調査を行っ

た．再調査終了後，珊琥島の西側航路の北半分の

調査を実施した（Fig．６）．１６：２７に出線直後，

燃料切れのため，搭載していた発動発電機が停止

した．予備の燃料は積んでいなかったため，調査

を打ち切って調査機器を揚収し，１７：００に帰船

した．サイドスキャンソナーのデータの確認を

行ったところ多少の改善は見られるものの本体の

姿勢が悪く，このままでは資料整理が煩雑となる

ため，以降は三管区のサイドスキャンソナーを使

用することとした．

２２日午前中は，海上自衛隊に作業を引き続き

行うことを連絡するとともに，サイドスキャンソ

ナーの報告位置の見直し作業を行った．１２：０５

に測量のため一号艇で降下・出発した．途中，海

上自衛隊連絡要員を移乗させて，区域�の東半分
の状況を見つつ珊琥島の西側航路まで回航し

図６ 大船渡港調査実施区域と異物の位置．

Fig．６ Map of the survey area in Ofunato port showing
the location of detected obstructions.
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た．１２：５８から１４：１０の間，前日に巡視船から

依頼を受けていた異物撤去の確認を音響測深機に

よって実施したが，依頼された７ヶ所のうち４ヶ

所は未撤去であったほか，新たに比高７mの異

物を発見し，目印となるブイを投入した．この比

高７mの異物については，その後「昭洋」から

１５：００に撤去されプレジャーボートであったと

の連絡を受けた．珊琥島の西側航路の南側の調査

を１４：２２から１６：０２まで実施して，計画されて

いた全ての調査が終了した．帰船後本庁から翌

２３日以降は気仙沼港の調査を実施するとの連絡

があった．「昭洋」は同港に向け回航を開始し

た．途中，先に気仙沼港の調査に入った「拓洋」

上乗り班員から，海図記載の航路標識灯浮標３基

の位置測定を依頼されるとともに，今後の調査区

域の分担について相談を受けた．その結果，気仙

沼港の５つの区域のうち（Fig．７），「拓洋」が既

に調査を開始している南の区域�，�を「拓洋」
が，それより北側の区域�，�，�を「昭洋」が
受け持つこととした．

（気仙沼港）

２３日の０７：００に気仙沼港西湾口付近に到着

し，０８：１０より一号艇の測量準備を開始し，

０８：２５に降下・出発した．左舷にバイブレー

ターを取り付け０９：５３から１０：２８の間，区域

�，�，�と北上しつつ音響測深を実施した．そ
の後，サイドスキャンソナーを投入し，区域�か
ら�の調査を実施した．依頼のあった航路標識灯
浮標３基のうち残存していた１基の位置測定を実

施後，「昭洋」に１２：０６帰船した．午前中の調査

途中からハイパーターミナルが不調となったた

め，三管区のサイドスキャンソナーと九管区のも

のを取替えた．午後班は１３：３６からサイドス

キャンソナーを用いて区域�から�に至る間の調
査を１５：２５まで実施し，その後，魚市場付近ま

での区域�を１６：１０まで音響測深機のみで実施
し，１７：１５に帰船した．

２４日は０７：１５頃から，三管区のサイドスキャ

ンソナーを確認したところ不具合がなかったた

め，これを用いることとした．一号艇は０８：００

に降下，出発した．０９：００に区域�へ到着し，
海上自衛隊連絡員を移乗させた後，０９：１０から

異物（水深１２．８m，比高６．２m）の確認調査を

実施した．終了後区域�へ移動し，サイドスキャ
ンソナーを投入して同区域の調査を０９：３７から

１０：５９の間実施した．朝日岸壁前面はサイドス

キャンソナーを揚収して音響測深機のみで調査を

行った．０８：５０に二管区から依頼を受け，移動

している灯浮標の写真の撮影を行った．１２：１６

に帰船し，調査が終了した（Fig．８）．午後は八戸

港の異物の位置補正と資料整理を１９：００まで行

い，２５日０８：００抜錨し回航，２６日朝，３８日ぶり

に基地へ入港した．

図７ 気仙沼港調査区域（指示図）.
Fig．７ Map of Kesennuma Bay showing the survey

area initially assigned to the S/V Shoyo and
Takuyo .
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【２次行動】

（釜石港）

「昭洋」は，４月７日に基地を出港して釜石港

へ向かった．２次行動からは，調査機器としてマ

ルチビーム音響測深機 SeaBat９００１（海上保安学

校機材）を使用することによって，障害物の分布

把握と，その比高及び最浅部の水深計測を一度に

行い調査の効率を上げることとした．回航途中，

福島沖（福島第一原子力発電所沖）約３０海里付

近では，海流観測及び XBTによる鉛直水温観測

（１２点）を実施した．８日午後，釜石港に入港，

仮泊して調査準備作業を実施した．

釜石港は，「海洋」が３月１４日，１５日に調査

を実施しており，今回「昭洋」は４月９日から

１４日の間，「海洋」が調査した以外の海域を搭載

艇によって行う計画とした（Photo３，Fig．９）．

前回と同様に津波警報・注意報が発令された際の

即応体制を維持しながら調査を行った．

調査においては，途中，風速２０m/s以上の荒

天により半日待機したり，GPS受信機の故障や

動揺センサーが突然不安定となるなどの機器の不

具合が発生したり，また，センサー取り付けポー

ルが浮遊物等によって破損（屈曲）し，急遽パイ

プの修理（Photo４）をするなど，トラブル等に

写真３ 釜石港（搭載艇）調査．

Photo３ S/V Shoyo onboard craft carrying out the ob-
struction survey in Kamaishi port.

図８ 気仙沼港調査実施区域と異物の位置．

Fig．８ Map of the survey area in Kesennuma Bay
showing the location of detected obstructions.

図９ 釜石港調査実施区域と異物の位置．

Fig．９ Map of Kamaishi port, showing the locations of
obstructions detected by the S/V Shoyo . Note
that the main passage to the public wharf（the
area enclosed by a black line and shown in pale
green）was surveyed by the S/V Kaiyo during
１４to１５March（see Fig．３１）.
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より調査がスムーズに捗らなかった．それでも，

予定期間内に釜石港の調査を終了することができ

た．１４日１１：００釜石港を出航し，次の調査海域

である宮古港へ向け回航した．

（宮古港）

宮古港には１４日１３：３０に入港し，翌１５日

０７：３０から，搭載艇によって，宮古漁港の航路

口の外側に位置する検疫錨地の調査を行っ

た．１７：４５に終了し，帰船した．その日の夜に

本庁から調査海域の追加の連絡があり，翌日の調

査の段取りのためのミーティングを開くなど，資

料整理を含めて夜遅くまでの作業となった．翌

１６日は０７：３０搭載艇を降下し，追加海域である

漁港内の調査を実施したが，漁船の出入港が多く

（すでに操業が始まって活気が感じられた），作業

を止めて待機したり，漁船の着岸により岸壁前面

で調査できない箇所があったりと，非常に苦労し

ながらの調査であった．漁港内の調査終了後，１５

日調査海域の再測及び補測調査を実施した

（Figs．１０and１１）．１６：００に搭載艇を本船に揚収

し，計画された調査を終了したことから，東京基

地向け回航した．

資料整理については，当日の深夜に成果をまと

めることができ，翌１７日午前中には詳細な成果

を本庁及び関係部署等へ報告することができた．

また，回航中，福島沖（福島第一原子力発電所

沖）約３０海里付近では，海流観測及び XBTによ

る鉛直水温観測（１２点）を実施し，１８日午前中

に東京基地に入港した．

写真４ ポール屈曲・修理．

Photo４ Sonar−mounting pole that got bent, straight-
ened again.

図１０ 宮古港調査実施区域と異物の位置．

Fig．１０ Map of Miyako port, showing the area sur-
veyed by the S/V Shoyo（red and green）and
Tenyo（blue）and the locations of detected ob-
structions.

図１１「昭洋」による海底探査範囲（拡大図）.
Fig．１１ Multibeam coverage of the obstruction survey

carried out by the S/V Shoyo in Miyako port.
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（２）「拓洋」による航路障害物調査

「拓洋」は，３月１１日午前１０時過ぎに予定の

調査等を終えて東京の基地に向け帰路の途につい

た矢先，東北地方の太平洋沖の大地震と津波の発

生を知った．テレビで報じられた災害のあまりの

甚大さ悲惨さに「拓洋」乗組員一同唖然とした

が，全員の心にはこれからなさねばならないであ

ろう支援業務を思い緊張が走った．そのような

中，同日１７：５１，東北地方への緊急支援指令が

下された．その後回航を続け，３月１３日夜半に

横浜海上防災基地に入港し，翌日には燃料搭載や

支援に必要な資機材の積み込みなどを行い，３月

１４日夕刻前に被災地に向け出港した（Fig．１２）．

「拓洋」は，今回の行動で，３月１６日の仙台塩

釜港仙台区における航路障害物調査を皮切りに，

３月１７日から２１日の仙台塩釜港塩釜区及び３月

２２日から２３日の気仙沼港の航路障害物調査，そ

して，２４日から２５日の海底基準局被害調査を実

施した．

（仙台塩釜港仙台区）

１６日０８：３０に仙台区港外に到着した．当日は

北西の風が強く早朝から不順な天候であり，準備

作業中には吹雪くこともあった．１４：００から

１６：００の間，本船搭載の測量船「じんべい」に

よる仙台区航路筋の調査を実施したが，猛烈な吹

雪を伴う荒天のためサイドスキャンソナーの調査

を取り止め，航路標識の調査のみとした．

なお，地震，津波に対する安全対策として，調

査時においても毎日昼食時の一時帰船に際しては

観測機器の収納及び船首楼甲板上までの揚収を行

い．また，調査終了帰船時には上架，格納を確実

に行った．

（仙台塩釜港塩釜区）

１７日は，１０：００に「じんべい」を降下させ，

塩釜区高遠島から水島に至る航路における障害物

調査を実施した．１０：５０に「じんべい」は，水島

北側海域で絡索したが，索の端末を自力切断し，

１１：４０に帰船することができた．船首楼甲板ま

で揚収後，絡索の除去を行った（Photos５and６）．

午後は，１３：０９に「じんべい」を降下させ，午

前の作業に引き続き同海域にてサイドスキャンソ

ナーによる調査を開始したが，再度，絡索し中断

を余儀なくされた．１６：２０に「じんべい」は巡

視艇に曳航されて帰船した．「拓洋」に横付けさ

れた「しんべい」に「明洋」搭載測量艇から，予

備機材として十管区から借り受けた測量機材（音

響測深機（PDR８０００）及びサイドスキャンソナ

ー等）を積み替えた．１７：３０に「じんべい」を

船首楼甲板まで揚収し，測量機材を「拓洋」に積

み替え，絡索除去後格納した．１７日の調査では，

海中浮遊物にたびたび絡索し，調査の大きな障害

となったことから，翌日からの調査時における海

上自衛隊の支援について，二管区対策室，海上自

衛隊及び「拓洋」で調整を行った．その結果，翌

日以降の調査では，サイドスキャンソナーによる

調査時に海上自衛隊掃海艇３隻に搭載されている

ゴムボート３艇による支援を受けることとなっ

た．

図１２「拓洋」による第一次行動の行程図．

Fig．１２ Track line of the S/V Takuyo during her first
cruise（from１４to２６March）.
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１８日は０８：３０に「じんべい」を降下させ．海

上自衛隊掃海艇のゴムボートと会合し，「じんべ

い」に潜水士１名が乗船した上で（Photos７ and

８），０９：３０から「じんべい」による塩釜区高遠

島から水島に至る航路中央部におけるサイドス

キャンソナーを用いた調査を開始した．海上自衛

隊掃海艇のゴムボート３艇は，併走しつつ，航路

の浮遊物の確認作業を行った．このような体制を

とっても，０９：５０に「じんべい」は絡索したが，

海上自衛隊潜水士により除去され，１０：３０に調

査を再開することができた．

午後は，１３：３０に「じんべい」を降下させ，

午前中と同様，海上自衛隊と協力し１４：００から

サイドスキャンソナーによる調査を行った．午後

も１回絡索したが，海上自衛隊潜水士により除去

することができ，１６：４５に調査は終了した．

１９日から２１日にかけても，引き続き海上自衛

隊の支援を受けて，「じんべい」による航路障害

写真５「じんべい」の推進器に絡まったロープ．

Photo５ Rope tangled in propeller of the onboard
craft, Jinbei .

写真６ 乗組員による絡索除去．

Photo６ Crew removing a tangled rope.

写真７「じんべい」の下架に合わせゴムボートで待

機する自衛隊掃海艇の隊員．

Photo７ Team of the MSDF minesweeper on the rub-
ber boat, waiting for Jinbei to get ready for
survey.

写真８「じんべい」と会合する掃海艇ゴムボート，

潜水士を乗船させる．

Photo８ Rubber boat of the MSDF minesweeper and
Jinbei , when a diver of the MSDF was to
move onto Jinbei .
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物調査を実施した．

１９日は，東ふ頭付近から水島に至る航路の南

側，及び貞山ふ頭付近から鍋島に至る航路の北側

の調査を行った．途中航路付近でガット船による

流失網等，異物撤去作業のため，１０分程度調査

を中断したものの作業は完了した．

２０日は，貞山ふ頭，東ふ頭，中央ふ頭の東側

の調査を実施した．２１日は，東ふ頭周辺から中

央ふ頭周辺の補・再測を音響測深機（PDR６０１）

によって行った．ただし，障害物撤去作業用台船

が中央ふ頭中央部付近に３隻，東ふ頭に１隻が着

岸していたため岸壁前面の一部が未測として残さ

れた．１７：００に塩釜区の計画していた海域の調査

を終了した（Photo９）．

（気仙沼港）

２２日０７：４０に抜錨後，気仙沼港向け航走を開

始した．海上自衛隊の掃海艇１隻も，仙台塩釜港

から気仙沼港へ移動することとなった．海上自衛

隊からは，ゴムボート１艇による浮遊物確認及び

潜水士１名の「じんべい」乗船の支援を引き続き

受けた．

１３：２０から「じんべい」によるサイドスキャ

ンソナーを用いた調査を湾口から浦の浜漁港西方

付近の海域で行った（Photos１０and１１，Fig．８）．

１６：２５に調査を終了した．

２３日についても，前日と同様に湾口から浦の

浜漁港西方付近の海域で行った．午後はサイドス

キャンソナーによる補・再測を行い，予定された

調査は１４：４０に終了した（Photos １２ and １３，

Fig．８）．

（海底基準局被害調査）

２４日，２５日は，今回の地震による強い地震動

を被った海底基準局の被害状況について把握する

調査を行った．調査を行ったのは，釜石沖２，釜

石沖１，宮城沖１，宮城沖２，福島沖の５点であ

写真１０ 気仙沼港西航路口付近の護岸付近まで流さ

れた航路ブイと筏．

Photo１０ A route buoy and wrecks of raft carried
away to near the entrance of the west route
to Kesennuma port.

写真９ 仙台塩釜港塩釜区の貞山ふ頭障害物調査を待

つタンカー．

Photo９ Tanker waiting for re−opening of Teizan
wharf in Shiogama section of Sendai−
Shiogama port.

写真１１ 倒壊した木造住宅と後方の津波の被害を受

けた旅館．

Photo１１ Collapsed wooden houses and tsunami−
damaged hotel behind（Kesennuma port）.
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る（Fig．１２，本号第１０編２．１ Fig．１参照）．この

うち，宮城沖１の１台はその存在を確認できず，

また，福島沖では２台が確認できなかった．

福島沖の調査を行った後，２６日１４：００に東京

基地入港した．

日付 時間

２月１７日

～

１２００ 東京基地出港し，海底地殻変動調査，海底地殻構造調査及び海底地形調査等実施．当初

行動予定：２／１７～３／１４（２６日間）．

３月１１日 １０２０ 調査を終了し，東京基地向け回航開始．

１４４６ 「平成２３年東北地方太平洋沖地震」発生．

１７５１ 「基地帰投後，増援資機材等搭載次第出港せよ．派遣先，別途指示．」との指令を受ける．

３月１２日 「拓洋」基地向け帰投中，横浜海上防災基地に帰投基地が変更となる．

３月１３日 ２０３０ 横浜海上防災基地入港．上乗り班員 引き続き１名乗船，３名下船．

上乗り班員１名乗船（計，上乗り班員２名）．

３月１４日 １５２０ 資機材及び燃料搭載後，出港．小名浜港向け回航開始．第三管区海洋情報部職員及び

ルートバンにより，事前に六管区より借り受けた測量資機材（６型測深機及びサイドス

キャンソナー）を「拓洋」に搬入．６型測深機用バイブレーターの搭載測量船「じんべ

い」固縛用にパイプ，締付け金具をホームセンターで調達．

２０１０ 調査予定海域が小名浜港から仙台塩釜港仙台区に変更となる．

３月１５日 ０６２２ 二管区管轄海域入域．漂流船等の見張り対応（観測科から２名づつワッチに入る．）．

０７３１ 漂流船舶（第１船目）発見．福島船籍の無人漁船と判明．

０８２０ 漂流船舶（第２船目）発見．茨城船籍の無人漁船と判明．

０８４７ 漂流船舶（第３船目）発見．福島船籍の無人漁船と判明．

０９４５ 漂流船舶（第４船目）発見． 同上．

１１３２ 漂流船舶（第５船目）発見．無人台船と判明．

１４２０ 調査予定海域が仙台塩釜港仙台区から久慈港に変更となる．

写真１３ 気仙沼港西航路口付近で航路障害物調査を

行う「じんべい」．遠景は掃海艇，手前は浮

遊物調査を兼ね「じんべい」を支援する掃

海艇ゴムボート．

Photo１３ Jinbei conducting the obstruction survey
with the support of a rubber boat of the
MSDF minesweeper around the west en-
trance of Kesennuma Bay. The large vessel
behind is the minesweeper of the MSDF.

写真１２ 気仙沼港西航路口付近で流された筏を避け

ながら航路障害物調査を行う「じんべい」．

Photo１２ Jinbei conducting the obstruction survey
around the western entrance of Kesennuma
Bay, keeping clear of debris in the water.
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１５３０ 漂流船舶（第６船目）発見．宮城船籍の無人漁船と判明．

１５３８ 転覆漂流船舶（第７船目）発見．船籍確認不可の無人漁船と判明．

１５５８ 漂流船舶（第８船目）発見．船籍確認不可の無人プレジャーボートと判明．

１７０７ 漂流船舶（第９船目）発見．宮城船籍の無人漁船と判明．

１７１５ 漂流船舶（第１０船目）発見． 同上．

１７３２ 半水没漂流船舶（第１１船目）発見． 同上．

１８３０ 調査予定海域が久慈港から再び仙台塩釜港仙台区に変更となる．

１８３０ 明朝０５３０まで監視待機．

３月１６日

仙台区

０５３０ 仙台塩釜港仙台区向け回航開始．

０８３０ 仙台区港外着．以降，「じんべい」による仙台区航路障害物調査実施．「じんべい」の発

電機の始動ができない状況であったため，別途救命艇１号での調査も併行して検討した

が，修復作業により機関が復旧し，調査機器の搭載，取り付けなどの準備を整え，「じ

んべい」での調査を実施することができた．当日は北西の風が強く早朝から不順な天候

であり，準備作業中には吹雪くこともあった．一時使用を検討した救命艇１号ではハウ

スも無く実際には調査は不可能であった．

１４００ １４００～１６００の間，「じんべい」による仙台区航路筋の調査実施．猛烈な吹雪を伴う荒天

のためサイドスキャンソナーの調査を取り止め，航路標識調査のみを実施した．

１６５０ 「じんべい」を揚収，格納終了．余震や津波の再発の恐れがあることから，以降の調査

時においても毎日昼食時の一時帰船に際しては観測機器の収納及び船首楼甲板上までの

揚収，調査終了帰船時には上架，格納作査終了帰船時には上架，格納作業を行った．以

降，「拓洋」は仙台区南防波堤南東沖で錨泊．

３月１７日

塩釜区１日目

０８３０ 抜錨後，仙台塩釜港塩釜区錨地向け航走開始．

１０００ 「じんべい」下架，離船．以降，塩釜区の湾口から水島に至る航路における調査実施．

以降，「拓洋」は錨泊．

１０５０ 「じんべい」水島北側海域で絡索．索の端末を自力切断し，１１４０帰船．船首楼甲板まで

揚収後，絡索除去（Photos５and６）．
１３０９ 「じんべい」離船．午前の作業に引き続き同海域にてサイドスキャンソナー調査を開始

するも絡索，中断．

１６２０ 巡視艇の曳航により「じんべい」帰船．「明洋」搭載測量艇から，予備機材として十管

区からの借り受け測量機材（８型測深機及びサイドスキャンソナー等）を「拓洋」横付

けの「じんべい」に積み替え．

１７３０ 「じんべい」を船首楼甲板まで揚収．測量機材を「拓洋」に積み替え．絡索除去後格

納．以降，後日からの「じんべい」による調査時の海上自衛隊の支援について，二管区

対策室，海上自衛隊及び「拓洋」が調整を実施．

前日夕刻の三者打合せの結果，サイドスキャンソナー調査時に海上自衛隊掃海艇３隻の

ゴムボート３艇の支援を受けることとなった．

３月１８日

塩釜区２日目

０８３０ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊掃海艇のゴムボートと会合し，「じんべい」に潜水

士１名乗船．

０９３０ 「じんべい」は塩釜区航路の中央部（高遠島～水島）付近海域サイドスキャンソナーに

よる調査を実施．海上自衛隊掃海艇のゴムボート３艇が併走しつつ，航路の浮遊物調査

実施．

０９５０ 「じんべい」絡索．海上自衛隊潜水士により除去．１０３０調査再開．１２３０帰船，揚収．

１３３０ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は午前中と同じ．１４００サイドスキャンソ

ナー調査開始．

１４５０ 「じんべい」絡索．海上自衛隊潜水士により除去．１５２０調査再開．１６４５調査終了．

１７１０ 「じんべい」帰船，１７４０格納．
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３月１９日

塩釜区３日目

０８２５ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊掃海艇のゴムボートと会合し，「じんべい」に潜水

士１名乗船（Photos７and８）．
０９２０ 「じんべい」，東ふ頭にて調査機材（サイドスキャンソナー用 GPS，HYPACK用ドング

ル，プロッタインク）受領．

０９５０ 「じんべい」，東ふ頭付近～水島に至る航路の南側海域におけるサイドスキャンソナー調

査．

１０２５ 航路付近でガット船による流出網等，異物撤去作業のため，１０分程度調査を中断．

１１３０ 「じんべい」調査終了，１１３５帰船．

１３１０ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は午前中と同じ．１３４０サイドスキャンソ

ナー調査開始．

１５３５ 貞山ふ頭付近～鍋島に至る航路の北側における調査終了．

１５３５ 「じんべい」帰船，１６４０格納．

３月２０日

塩釜区４日目

０８２０ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は前日と同じ．０９４０貞山ふ頭，東ふ頭，中

央ふ頭の東側海域におけるサイドスキャンソナー調査開始．１１４０帰船，揚収．

１３００ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は午前中と同じ．

１３５０ 貞山堀付近の異物撤去後のサイドスキャンソナーによる確認調査開始．１６２０調査終了．

１７１０ 「じんべい」帰船，１７３０格納．

３月２１日

塩釜区５日目

０８００ 午前中，「じんべい」整備及び燃料搭載．資料整理．

１３００ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は前日と同じ．

１４００ 「じんべい」，東ふ頭着．二管区から測深データ処理ソフトの受取り及び機器調整を実

施．

１５３０ 東ふ頭周辺～中央ふ頭周辺の補・再測４海域を６型測深機による調査開始．１７００調査

終了（Photo９）．障害物撤去作業用台船が中央ふ頭中央部付近に３隻，東ふ頭に１隻
着岸のため岸壁前面の一部が未測となる．

１７４０ 「じんべい」帰船，１８３０格納．

３月２２日

気仙沼港１日目

０７４０ 抜錨後，気仙沼港向け航走開始．海上自衛隊の掃海艇１隻も仙台塩釜港から気仙沼港へ

移動．

１３２０ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応はゴムボート１艇及び潜水士１名（「じんべ

い」に乗船）．

１４１５ 「拓洋」は西航路，竜舞埼沖錨泊．

１４３０ 「じんべい」は西航路浦の浜漁港西方付近から南方港口の間をサイドスキャンソナーに

よる調査開始（Photos１０and１１）．１６２５調査終了（Fig．８）．
１６３５ 「じんべい」帰船，１７０５格納．気仙沼港の浦の浜漁港西方付近から北方及び東航路につ

いては，「昭洋」搭載艇で同時期に調査を行う．

３月２３日

気仙沼港２日目

０８２０ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は前日と同じ．

０８４５ 湾口から浦の浜漁港西方付近の海域においてサイドスキャンソナー調査開始．１１０５調

査終了．

１１３０ 「じんべい」帰船．揚収．

１３００ 「じんべい」下架，離船．海上自衛隊の対応は午前と同じ．

１３１５ サイドスキャンソナーによる補・再測開始．１４４０調査終了（Photos１２and１３，Fig．８）．
１４５０ 「じんべい」帰船，１５２０格納．

１６５５ 「拓洋」抜錨．

３月２４日

海底地殻変動

観測

０７３０ 抜錨後，海底地殻変動観測地点，釜石沖２へ向け回航．

以降，海底基準局動作（Wakeup），被害状況確認実施．
０９３０ 漂流船舶（第１２船目）発見．岩手船籍の無人プレジャーボートと判明．

１５００ 海底地殻変動観測地点，釜石沖２着．
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（３）「明洋」による航路障害物調査

【１次行動】

「明洋」は，地震発生当日三崎のドックに入る

ため，館山沖で待機していた．大津波警報発令を

受けて，東京湾外へと退避し，その後，津波が収

まった段階で東京の基地に向かった．到着が夜間

となったため，その日は浦安沖に仮泊した．翌３

月１２日０６：４５に浦安沖を抜錨し，０７：４５に基

地の専用岸壁に着岸を試みたが，津波の影響に

よって岸壁付近では約３ノットの流速があり，着

岸を断念した（着岸中の「海洋」からの通報で

は，約１５分間隔で転流し，最大流速は２～３ノッ

トを観測していた）．以後，晴海岸壁前面海域で

待機し，補給場所，方法等の調整を本庁に委ね

た．調整の結果，東京海上保安部前面海域で同保

安部所属巡視艇によって，本庁上乗り班員の乗

船，増援機材，糧食等の積み込み，その後，横浜

防災基地において燃料等を補給し，１５：００に横

浜港を出港した．１８：００に館山湾口において，

神戸海上保安部所属巡視船と会合し，同船から増

援資機材（四管区の音響測深機（PDR６０１），サ

イドスキャンソナー（System３０００），五管区の音

響測深機（PDR８０００），サイドスキャンソナー

（CM８００），四及び五管区の測位装置（Ag−GPS

１３２）各１台，及び発電機（ホンダ E９i）各１

台）を受領した．また，第五管区海洋情報部の派

遣職員１名が同船から移乗し，小名浜港沖向け航

行を開始した．

３月１３日０７：４０に塩屋埼灯台から１６９度１９．５

海里付近海上に到着，浮流している発泡スチロー

ル保管箱（高さ約２m，長さ約１．５m，幅約１．５

m）１個を確認した．以後２２：４５頃までの間に

ヨット，プレジャーボート，和船型小型漁船等を

含む３８個の漂流漁船等を確認した．その中には

マリーナから流失したと思われる，長さ約５０m

のポンツーンとそれに係留されたまま漂流してい

１５０５ 基準局Wakeup開始．１５５５確認終了．
１６０５ 被害状況確認入線．１７００出線．次の観測地点に向け回航．

１９３０ 海底地殻変動観測地点，釜石沖１着．

１９３０ 基準局Wakeup開始．２０００確認終了．
２０２５ 被害状況確認入線．２１２５出線．次の観測地点に向け回航．

３月２５日

海底地殻変動

観測

００４０ 海底地殻変動観測地点，宮城沖１着．

００４５ 基準局Wakeup開始．０１４０確認終了．
１台は確認できず．

０２１０ 被害状況確認入線．０３０５出線．次の観測地点に向け回航．

０５１０ 海底地殻変動観測地点，宮城沖２着．

０５３０ 基準局Wakeup開始．０５５５確認終了．
０６１０ 被害状況確認入線．０６５０出線．次の観測地点に向け回航．

０８４０ 漂流船舶（第１３船目）発見．岩手船籍の無人漁船と判明．

０８５１ 漂流船舶（第１４船目）発見．岩手船籍の無人漁船と判明．

０９４５ 漂流船舶（第１５船目）発見．宮城船籍の無人漁船と判明．

１０５５ 船舶らしき漂流物件（第１６船目）発見．家屋の残骸と判明．

１１２７ 漂流船舶（第１７船目）発見．福島船籍の無人プレジャーボートと判明．

１２００ 漂流船舶（第１８船目）発見．船籍不明の無人漁船と判明．

１２４５ 漂流船舶（第１９船目）発見．岩手船籍の無人漁船と判明．

１３２０ 海底地殻変動観測地点，福島沖着．

１３２５ 基準局Wakeup開始．１４２５確認終了．３台は確認できず．
１４３５ 被害状況確認入線．１５１５出線．以降，常磐沖（現在名は銚子沖）海底地殻変動観測地

点に向け回航を開始するも，途中から変更になり東京基地へ回航となる．

３月２６日 １４００ 東京基地入港
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る８隻のヨット及びプレジャーボートを確認し

（Photo１４），津波の大きさを実感した．小名浜港

内の被害状況調査は，福島海上保安部所属の巡視

艇が実施したとの連絡を受けたが，測量船での航

路障害物調査の指示はなかった．３月１４日０６：

３０に小名浜港沖を離脱，仙台塩釜港沖向け航行

を開始した．福島第一及び第二原子力発電所の事

故のニュースが報道機関より頻繁に入っていたこ

とから，通常の航路より遠方の距岸から２５海里

（約５０km）を離す航路を選定し，航行した．

（仙台塩釜港仙台区）

３月１４日１９：４０に到着したが，石巻湾及び仙

台湾内には漁網等の浮流物が散在していることか

ら，金華山の南方約１０海里付近で翌早朝まで漂

泊し，即応待機とした．３月１５日０５：３０に仙台

区向け航走を開始した．０９：３０に搭載艇による

港内及び航路の障害物調査を開始した．３本目の

測線で，１０m掘下げ済み海域で比高約２mの異

物を確認し，表示用の簡易ブイを投入した．その

後も３個の異物を確認し，同様の措置を施した

後，日没まで調査を実施した．

３月１６日は０９：００から搭載艇による調査を開

始した．午前班は０９：００から１４：５０まで音響測

深機（PDR８０００）による測深作業を実施し，４５

個の異物を発見した．搭載艇から見た港の防波堤

は歯が欠けた状態であり，岸壁の上には約５，７００

tの外国籍の貨物船が乗り上げ鎮座していた

（Photo１５）．また，岸壁周辺では，岸壁の上屋，

タンク，荷役用大型クレーン等の荷役施設はこと

ごとく変形，損壊し，津波の恐ろしさを垣間見

た．１５：５８，午後班がサイドスキャンソナーによ

る調査を開始する直前に，宮城海上保安部から

「仙台港内でガソリンが流出していることから退

避せよ」との連絡があった．そのため，急遽調査

を中止し，搭載艇を揚収すると共に港外に退避し

た．

３月１７日，前日に引き続き退避指示が出され

ていたことから，港内の搭載艇による調査を実施

する代わりに，本船のマルチビーム音響測深機

（EM３０２）による仙台航路の屈曲部付近の測深を

実施した．調査の結果，多数の異物を発見し，顕

著な異物７ヶ所について報告を行った．また，塩

釜区の検疫錨地及び同航路中央ブイ付近には，定

置網が団子状に固まり，浮遊している状態が散見

された．本船での測量時に，これらの障害物の避

航に苦心した．１６：５０に，「明洋」で輸送した増

援資機材の音響測深機及びサイドスキャンソナー

一式を搭載艇にて塩釜航路入口付近で「拓洋」に

搬送した．「拓洋」への機器搬送に際し，同船搭

載の「じんべい」が測量中に絡索し航行不能と

なっていたことから，「じんべい」の曳航救助を

「拓洋」から依頼された．作業準備を整えたが，

宮城海上保安部手配の巡視艇により曳航されたこ

とから，本船による曳航作業は中止となっ

た．１８：３０塩釜区沖を離脱し，補給のため基地

に向け回航を開始した．基地向け回航中の２１：

写真１４ ヨット等が係留された状態で漂流中のポン

ツーン．

Photo１４ Drifted pontoon with yachts moored on.

写真１５ 岸壁に乗り上げた貨物船．

Photo１５ Cargo ship stranded on the quay.
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４５頃，金華山灯台から１６１度約１１海里付近にて

潮目に浮流する多数の材木に遭遇した．２３：００

頃に至り，金華山灯台から１５３度約２０海里付近

にて潮目を通過したことにより，浮流材木群から

解放された．災害発生後の数日間，夜間の航海

は，漂流物や海中の障害物によって，危険な状況

であった．３月１９日に基地に入港した．

【２次行動】

（小名浜港）

３月２５日１０：３０本庁海洋情報部職員３名が乗

船し，小名浜港の航路障害物調査のため，東京港

を出港した．３月２６日０７：００に小名浜港に到着

し，搭載艇にインターフェロメトリー測深機（C

３D−LPM）を取り付け，測量を開始した．１６：４５

に測量を終了し（Fig．１３），以後データ解析を実

施した．

３月２７日０７：４５前日に引き続き搭載艇による

調査を予定していたが，南寄りの強風が吹いてい

たことから同艇での測深を中止し，本船のマルチ

ビーム音響測深機（EM３０２）で調査を行っ

た．１０：１５に調査を終了し，以後データ解析を

実施した（Fig．１４）．１０：２０に，宮城沖１，同２

の海底基準局被害調査を行うため，宮城沖２向け

航走を開始した．

（海底基準局被害調査）

３月２８日００：４０に宮城沖２に到着し，海底基

準局被害調査開始した．１０：２０から１４：１５の

間，依頼を受けた漂流船の確認作業を行った後，

基準局の被害調査を再開し，１９：００に終了し

た．翌日の気仙沼の大島の調査に備え，同海域で

待機したが，２０：３０に依頼が取り消されたこと

から，再び海底基準局宮城沖１向け航走を開始し

た．２２：２４に宮城沖１に到着し，海底基準局被

害調査を開始した．２９日１５：０３に同調査を終了

し，１５：２０福島向け回航を開始した．その

後，２１：４６から３０日０３：００にかけて福島沖の

海底基準局被害調査を，続いて３０日１３：０５から

１３：２８に常磐沖の海底基準局被害調査を実施し

た．調査終了後３１日１０：３０に基地入港した．

【３次行動】

４月７日１０：００に本庁海洋情報部職員２名が

乗船し，仙台塩釜港の航路障害物調査のため東京

港出港した．１２：００から１４：００の間，横浜防災

基地において二管区への託送品を積み込み，１４：

３０に同基地を離岸し仙台塩釜港向け回航した．

図１３ 小名浜港における３月２６日のインターフェロ

メトリー測深機を用いた調査の測線（「明洋」

搭載艇）.
Fig．１３ Track lines for the interferometric sonar sur-

vey in Onahama port on２６March（S/V Meiyo
onboard craft）.

図１４ ２７日の EM３０２による調査による海底イメー
ジ及び測線（「明洋」本船）.

Fig．１４ Coverage and track lines of multibeam（EM
３０２）survey in Onahama port on２７ March
（S/V Meiyo）.
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（仙台塩釜港）

４月８日１７：３０に塩釜区に入港し，託送品を

第二管区本部関係者に引き渡した．

４月９日０９：００に報道関係者に対する広報を

実施した．１０：３０に塩釜区を出港し，仙台区に到

着後，本船のマルチビーム音響測深機（EM３０２）

を用いた調査を１１：５０から開始した．１７：２０に

調査は終了し，その後，データ解析を実施した

（Fig．１５）．

４月１０日は，０９：００から１８：００の間，仙台区

航路の調査を実施した（Figs．１６and１７）．調査区

域に漂流物が多数流れているため，夜間の調査は

行わず，デ－タ解析を実施した．４月１１日０６：

００から１７：５０の間，塩釜区航路沖の調査を行っ

た．（Figs．１６and１８）その後，宮城沖１の海底基

準局被害調査のため，宮城沖１向け航走を開始し

た．

（海底基準局被害調査）

４月１２日０２：００から１３：２４の間，宮城沖１

の海底基準局被害調査を，１５：５３から１３日００：

３８の間，宮城沖２の海底基準局被害調査を行っ

た．その後，基地に向け回航し，１４日０９：００に

入港した．

（４）「天洋」による航路障害物調査

【１次行動】

発災時に東京基地にて整備中であった「天洋」

は，参集可能な乗組員が乗船した３月１２日１４：

００に基地を出港し，被災地に向け回航を開始し

た．福島沖を通過した頃から漂流物が目立つよう

になった．海岸付近にあったと思われる様々なも

のが漂流していた．漁船，ボートなどの大きなも

のを発見する度に被災者が居ないか捜索しなが

ら，北上した（Photos１６−１９）．捜索では，一つ

一つの漂流物に近づき，船橋から双眼鏡ほかで凝

視したが，被災者の発見には至らなかった．１３

図１６ 仙台塩釜港調査結果．

Fig．１６ Map of the areas surveyed by the S/V Meiyo
in Sendai−Shiogama port, showing the loca-
tions of detected obstructions（red and blue
dots）. The areas indicated by blue dashed
lines were surveyed by the S/V Tenyo（see
Fig.２６）.

図１５ 仙台塩釜港仙台区における９日の調査測線．

Fig．１５ Map of Sendai section of Sendai−Shiogama
port, showing track lines for the obstruction
survey carried out on９April（S/V Meiyo）and
the location where acoustic signals suspected
of sea−bottom obstructions were obtained
（circle with triangle）.
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日夜半，宮古港沖北上中に派遣先が八戸港から宮

古港に変更となった．

（宮古港）

１４日の夕刻，薄暗くなった宮古湾口に到着し

た．海上自衛隊の掃海艇と救援物資を積載した地

方整備局の浚渫船「白山」が先着していた．翌日

以降の調査に備えて，津波警報・注意報が発出さ

れた際の即応体制の検討を行った．その時点で，

すでに大津波警報は解除されていたが，気象庁は

１０日以内の余震の確率を７０％と発表していたこ

とから，余震による津波を警戒する必要があっ

た．港内に搭載艇を入れて調査する際，「天洋」

は湾口に待機し，無線，テレビ等で地震情報を収

集する．津波警報が発令された場合は無線，汽笛

により搭載艇に知らせる．搭載艇は情報を受けた

場合は，直ちに「天洋」に帰船，揚収する．津波

到着予定時間までに余裕が無い場合は，搭載艇は

沖に向かう又は人員だけピックアップして搭載艇

を捨てる．また，津波到着予定時間が切迫してい

写真１６ 漂流する漁船．

Photo１６ Drifted fishing boat.図１７ １０日に実施した塩釜区航路東端付近の調査測

線．

Fig．１７ Track lines around the eastern end of the pas-
sage in Shiogama section of Sendai−Shiogama
port（surveyed on１０April）.

写真１７ 漂流する台船．

Photo１７ Drifted barge.図１８ １１日に実施した仙台区の検疫錨地付近の調査

測線．

Fig．１８ Track lines around the quarantine anchorage
off Sendai section of Sendai−Shiogama port
（surveyed on１１April）.
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る場合は，人員は搭載艇を捨てて陸の高台に避難

する．以上の方針に基づき，１５日からの作業を

行うこととした．

曇りの寒風吹く中，１５日から搭載艇による宮

古港の航路障害物調査を開始した．港口の灯台は

崩壊し，跡形も確認できず，港内には，南側の貯

木場から流失したと思われる流木が多数存在し，

小型のボートも舳先だけを露出して漂流してい

た．陸上に目をやると鉄塔は折れ曲がり，護岸や

建屋の一部は津波により崩壊，岸壁奥にはクレー

ン台船が陸上に打ち揚っていた．先着の海上自衛

隊掃海艇の潜水士が一部岸壁前面の異物調査を実

施中であった．宮古海上保安署の港内警戒にあ

たっている職員に遭遇した．宮古保安署には，２

階と３階の間まで津波が来たと聞かされ驚愕し

た．

１６日は前日夕方から降りだした雪で搭載艇も

白く化粧をしていた．吹雪の中で調査要員，特に

見張り要員は，凍えに耐えながらの航路障害物調

査となった．この日の作業をもって宮古港の作業

を終了した（Fig．１９）．調査終了後は，データ整

理を深夜まで行い，本庁へ状況を報告した

（Figs．２０and２１）．その後，補給のため基地へ回

航，１７日基地へ帰投した．１８日には，宮古港暫

定水深図を作成して，二管区海洋情報部を通じて

宮古保安署に提供した．

宮古港内には流木等多数の漂流物があり，漂流

物を避けながらの調査は，曳航式のサイドスキャ

ンソナーでは不可能であった．本庁測量船で唯一

搭載艇にマルチビーム測深機を装備した「天洋」

が宮古港に割り当てられたことは，迅速な調査実

施につながり，早期の港の供用開始（３月１７日）

に寄与した．

【２次行動】

３月２１日から２７日の間，石巻港，相馬港の航

路障害物調査をマルチビーム測深機により実施し

た．

写真１８ 漂流するいけす．

Photo１８ Drifted live−box.

写真１９ 漂流する家屋の一部．

Photo１９ Drifted wreck of house.

図１９ 宮古港調査区域．

Fig．１９ Multibeam coverage of the obstruction survey
with the S/V Tenyo onboard craft in Miyako
port.
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（石巻港）

基地出港後，石巻港へ向かい，２３日，２４日の

２日間石巻港の調査を実施した（Fig．２２）．石巻

港は，大手ふ頭から港口防波堤までの間を宮城県

が啓開済みであったため，雲雀野中央ふ頭から港

外に至る航路筋及び港外から宮城県が実施済みの

港口防波堤の間の作業を実施した．２３日の調査で

は雲雀野中央ふ頭に至る１３m掘り下げ区域内に

最大２mの水深減少を確認したほか２２ヶ所の異

物を，２４日の調査では港外からのアプローチに

おいて，２３個の異物を，それぞれ確認した

（Fig．２３）．２４日の調査中には漁具の残骸に搭載艇

が絡索したが，海上自衛隊の掃海艇の潜水士によ

る解索により作業を進めることができた．

（相馬港）

２４日の石巻港調査終了後，相馬港へ回航し

た．福島県及び東北地方整備局との調整により，

相馬港２号ふ頭南側の調査を担当することとなり

２５日に実施した（Fig．２４）．調査の結果，倒壊し

たクレーン等を含む異物を８７ヶ所発見した

（Fig．２５）．調査終了後，補給のため２７日に基地

に入港した

【３次行動】

（仙台塩釜港，石巻港）

３回目の航路障害物調査として，４月１３日から

２０日の間，二管区から強い要望のあった仙台区

図２０ 宮古港調査結果．

Fig．２０ Seafloor images obtained by multibeam sur-
vey in Miyako port. Upper : foul bottom（prob-
ably tetrapods），Lower :３D bathymetric view
looking from the northeast.

図２１ 宮古港調査報告．

Fig．２１ Preliminary report on the obstruction survey
in Miyako port.

図２２ 石巻港調査区域．

Fig．２２ Survey area in Ishinomaki port.
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と塩釜区の検疫錨地を結ぶ通航帯，仙台区防波堤

外側の航路付近（Fig．２６）及び石巻港の検疫錨地

の調査（Fig．２２）を実施した．この海域は，水深

が１５m以上あったため，「天洋」のマルチビー

ム測深機を使用した．

「明洋」の実施した塩釜区及び仙台区の検疫錨

地を結ぶ通航帯を１５日に実施し，６ヶ所の異物

を確認したが，比高６mの異物についてはノイ

ズの可能性があったことから，１７日の石巻港回

航時に再調査し，存在しないことを確認した

（Fig．２７）．１６日，１７日は仙台区の航路及び南側

泊地を調査し，４０ヶ所の異物を確認した

（Fig．２８）．１８日は石巻港の検疫錨地の調査を実

施して１ヶ所の異物を確認（Figs．２２ and２９）し

た．その後，補給のため基地へ回航し，２０日に

基地入港した．

（５）「海洋」による航路障害物調査

「海洋」は，３月１１日午前，西日本での海底地

形調査を終えて東京基地に入港し，午後，乗組員

は本庁海洋情報部庁舎にて打ち合わせを行ってい

た．打ち合わせの終了直後１４：４６に突然激しい

揺れ（地震）を感じた．震源域が東北地方の太平

洋沖でマグニチュード９．０と発表され，また，１０

mを超える大津波警報が発表された．乗組員は

直ちに本船へ帰船するとともに，自船の安全確保

及び即応体制の準備を実施した．夕刻には震災地

への緊急（航路障害物）調査の指令が出された．

翌１２日，搭載艇用の音響測深機（PDR６０１）

及びインターフェロメトリー測深機（C３D−LPM）

などの資機材を搭載し，１２：２５基地を出港して

東北地方（二管区）へ向かった．回航中の１３日

朝，釜石港の調査を行うことが決まり，途中幾度

も地震のたびに船底を叩かれているような震動を

感じながら，捜索・救難活動を実施しつつ釜石港

図２５ 崩壊したクレーン．

Fig．２５ Crane collapsed.
図２３ 石巻港調査結果．

Fig．２３ Area surveyed on ２３ to ２４ March in Ishi-
nomaki port. Symbols of triangle indicate the
locations where acoustic signals suspected of
sea−bottom obstructions were obtained.

図２４ 相馬港調査区域と異物の分布状況．

Fig．２４ Map of Soma port showing the area surveyed
by the S/V Tenyo onboard craft. Symbols of
triangle indicate the locations where acoustic
signals suspected of sea−bottom obstructions
were obtained.
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へ回航した．

１３日の昼，金華山沖に達する頃には海上の浮

遊物も大量となり，ジグザグ航行しながら，一つ

一つの浮遊する漁船や家屋等に人影がないか確認

し，また漁船・コンテナ等は形状・船名・登録記

号番号などの記録を行った（Photos２０and２１）．

同日夕刻，付近航行中の他機関の船舶から海上漂

流者の発見情報があり，当該報告位置へ向かう途

中，前方に漂流している漁船を確認したところ，

船上に２名の人影を視認した．本船から見る限り

一人は横たわっており，もう一人はしゃがみ込ん

だ状態であった．すぐさま本船左舷に漁船を接舷

し揚収作業にかかった．残念ながら二人とも息を

ひきとっている状態であった．その後，先ほどの

自衛艦からの報告位置付近で漂流者を発見・揚収

したが，こちらも既に溺死している状態であり，

もう１体も同様の状態で揚収した．合計４名のご

遺体は同日２１：４５に巡視船に引き渡した．

また，１３日の漂流物調査時に，本船推進機付

近から絡索と思われる異音及び振動があり，翌

１４日０７：５０に巡視船潜水士により解索してもら

うこととなった．そのような状況を経て，本船は

１４日１４時に釜石港外に到着した．

（釜石港）

釜石港には世界最大水深を誇る湾口防波堤が

図２６ 仙台塩釜港調査区域と異物の分布．

Fig．２６ Map of the areas surveyed by the S/V Tenyo
in Sendai−Shiogama port and the location of
detected obstructions. The blue polygons indi-
cate the area surveyed by the S/V Meiyo（see
Fig．１６）.

図２７ 塩釜区と仙台区とを結ぶ通航帯の調査結果．
Fig．２７ Results of the obstruction survey along the traf-

fic route connecting between Shiogama section
and Sendai section. Symbols of triangle indi-
cate the locations where acoustic signals sus-
pected of sea−bottom obstructions were ob-
tained.
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あったが，防波堤は大きく波打ち倒壊していた．

港内では，大型クレーンが倒壊し，大型台船や数

千トンはあろうタンカーが岸壁上に乗揚げ，ま

た，沿岸付近の建物は津波により破壊され多くの

瓦礫が散乱しているなど目に余る惨状であった

（Photos２２‐２４）．

調査は，釜石港の港外から耐震岸壁前面までの

航路を実施することとなった．同調査を実施する

に当たり，本船及び搭載艇による調査方法及び津

波等の安全対策を検討した．１４日１５：２８に釜石

海上保安部所属巡視艇の先導により，まず本船マ

ルチビーム測深機により，岸壁付近までの航路

（アプローチ）の障害物調査を開始した．調査

は，湾口防波堤の外側から港内へと実施し，途

中，湾口防波堤至近の潜堤部は，津波の影響か，

ケーソンらしきものが崩落し，海底の深いところ

へ落ち込んでいる様子を確認することができた．

一方，搭載艇の調査作業においては，大津波警

報は解除されていたが，気象庁は本震発生から

１０日以内の余震の確率を７０％と発表していたこ

とから，余震による津波を警戒する必要があっ

た．このため，港内に搭載艇を入れて調査する際

の体制を以下のとおりとした．

「海洋」は港内に待機し，無線，テレビ等で地

写真２０ 漂流漁船．

Photo２０ Drifted fishing boat.図２８ 仙台区航路及び泊地の調査結果．

Fig．２８ Results of the obstruction survey in the outer
passage and its adjacent anchorage area of
Sendai section. Symbols of triangle indicate
the locations where acoustic signals suspected
of sea−bottom obstructions were obtained.

写真２１ 漂流コンテナ．

Photo２１ Drifted container.

図２９ 石巻港調査結果．

Fig．２９ Results of the obstruction survey on１８April
in Ishinomaki port. The location of the survey
area is shown in Fig．２２. Symbols of triangle
indicate the locations where acoustic signals
suspected of sea−bottom obstructions were
obtained.
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震情報を収集し，津波警報が発令された場合は無

線，汽笛により搭載艇に知らせる．搭載艇は情報

を受けた場合は，直ちに本船に帰船，揚収する．

津波到着予定時間に余裕が無い場合は，人員だけ

ピックアップする．さらに津波到着が切迫してい

る場合は，最寄りの岸壁等に接弦し，人員は搭載

艇を捨てて陸の高台に避難する．

搭載艇にはインターフェロメトリー測深機（C

３D−LPM，周波数２００kHz，スワス幅２５～１００m

で使用）の送受波器を音響掃海機用の送受波器設

置場所に艤装し（Photos２５and２６），耐震岸壁前

面及び付近の障害物調査を実施した．インター

フェロメトリー測深機は，サイドスキャンソナー

の機能を有し，同時に測深データを取得すること

ができる．海底の音響画像と障害物等の水深と位

置を取得することができ，異物検知に優れてい

る．一方，測深範囲端に近づくにつれてデータの

バラつきが大きくなるなど，データの不確定要素

もある．今回は，インターフェロメトリー方式の

新しいタイプの測深機を使用した初めての作業で

あり，艤装，データ取得に労力を要した．また，

操船者においては，日頃使用しない誘導システム

（HYPACK）での操船となり，測線上を走るのに

当初は非常に苦労していたが，次第に慣れて無事

に予定海域の障害物調査を終了した（Fig．３０）．

釜石港における航路障害物調査の結果，港外か

ら耐震岸壁に至る航路筋には航行に障害となる異

物は存在しないことを確認した．本庁へ速報を

行った後，１５日夕方には特定の船舶の入港が許

可された．資料整理は困難を要したが，当日の深

夜には大筋の成果をまとめることができ，翌１６

日午前中には詳細な成果を本庁及び関係部署等へ

報告することができた（Figs．３１and３２）．

（仙台塩釜港塩釜区）

１６日１２時に釜石港を発ち，仙台塩釜港塩釜区

への回航を開始し，１９：３５に石巻湾に錨泊し

た．１７日は，吹雪の中，水深２０m以深は本船で

調査を実施し，浅海域は搭載艇で調査を実施し

た．特に搭載艇においては，前部での見張り要

員，操船者及び観測者等は厳しい寒さの中，多く

写真２２ 倒壊した釜石湾口防波堤．

Photo２２ Destroyed breakwater at the mouth of Ka-
maishi Bay.

写真２３ 倒壊したクレーン及び乗揚げた台船．

Photo２３ Collapsed crane and stranded pontoon（Ka-
maishi port）.

写真２４ 乗揚げた大型貨物船．

Photo２４ Large cargo ship stranded（Kamaishi port）.

Obstruction surveys in damaged ports

－ 83－



の浮遊物を避けながらの緊張した作業となった

（Photo２７）．

１３：３０，予定海域の航路障害物調査を終了し

て，搭載艇の揚収等を完了した後，１６：０５補給

のため現場を離脱し東京基地向け回航した．資料

整理については，深夜には大筋の成果をまとめる

ことができ，本庁，二管区及び関係部署等に結果

報告を行ない，１８日夕刻，東京基地に入港した．

４ 資料整理

測量船の調査状況及び調査結果を海洋情報部の

対策室等へ報告する目的で，本庁海洋調査課に資

料整理のための特別チーム「資料整理隊」が編成

された．当初は，測量船に乗船していない残りの

課内職員から６名を選抜し，資料整理隊を構成し

写真２５ 仙台塩釜港にて障害物調査を行う「海洋」．

Photo２５ S/V Kaiyo conducting the obstruction sur-
vey in Shiogama section of Sendai−
Shiogama port.

図３０「海洋」本船による釜石港調査結果．

Fig．３０ Result of the obstruction survey by the S/V
Kaiyo in Kamaishi port.

写真２６ C３D−LPM送受波器．
Photo２６ C３D−LPM sonar head.

図３１ 搭載艇の調査で確認された異物（釜石港）.
Fig．３１ Result of the interferometric sonar survey by

the onboard craft and the location of detected
obstructions（triangle）.
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た．限られた人員の中，可能な限り業務内容に適

した人員配置を行い，業務に支障のないように配

慮した．

資料整理隊では，二管区被災港湾の調査のため

の機材準備，他の管区への機材増援依頼などの作

業から機材故障の際の予備機，派遣職員に対する

機器の運用方法の指導などの作業も行い，また，

二管区との調査海域の調整から資料整理まで一手

に引き受けることとなった．

二管区が地方整備局等から収集した異物撤去海

域の情報を基に，翌日の調査海域を決定していた

が，二管区との情報共有手段が当初電話１本とか

ろうじて蓄電池にて動作している通信システムし

かなく，このシステムも蓄電池の消耗を極力抑え

るため起動時間を制限した使用のため，データの

やり取りに時間を要し苦労した．

測量船からの報告の要領・様式を決める間も無

く出港させたことから，最初は各船マチマチの調

査報告が送付されてきた．そのため，資料整理隊

での取りまとめに時間を要した．その後，要領を

まとめ，様式を統一する指示を出したことで資料

整理が円滑にできるようになった．

測量船は少しでも早く岸壁を供用させる目的で

毎日暗くなるまで調査を実施し，解析した後に報

告を上げてくることから，それを取りまとめる資

料整理隊の仕事は，深夜まで及ぶことが普通で

あった．

一方，２１時から実施される国土交通省港湾局

との調整のための会議に報告を間に合わせる必要

が生じた．資料整理隊は，暫定報告を作成，提出

し，調整会議の後には，決定した今後の予定を測

量船及び二管区へ知らせるための作業が毎日続く

ことになった（Fig．３３）．

更に，資料整理隊は海洋調査課から測量船の調

査要員を拠出していることもあり，交代要員が足

りず，連日業務に取り組むこととなった．測量現

場での測量船乗組員と調査要員は言うまでも無い

が，資料整理隊なくしては調査の円滑な実施は不

可能であった．

１９日以降は，中型測量船が補給のため東京に

帰港したこともあり，人員配置を見直して１隊３

名３直制の体制とした．しかし，各要員とも測量

船が持ち帰ったデータの再確認などで極めて忙し

い日々となった．この作業は，航路障害物調査が

図３２ 釜石港の一部供用開始．

Fig．３２ Kamaishi port re−opened on１５March.

写真２７ 搭載艇左舷に艤装された C３D−LPM.
Photo２７ C３D−LPM mounted on the portside of the

S/V Kaiyo onboard craft.

Obstruction surveys in damaged ports
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終了する４月１８日まで続いた．

５ まとめ

東北地方太平洋沖地震による津波被害は甚大で

あり，被災港湾は広範囲に分布していたため，本

庁測量船５隻全てが航路障害物調査に従事した．

これにより船舶による緊急輸送物資の陸揚げ拠点

となる国際拠点港，重要港湾等の早期の一部供用

開始に寄与した．今回のような災害対策において

は，現場における調査を行った測量船及び資料整

理隊，並びに地方整備局や地方自治体等の関係機

関との調整を行う陸上職員の連携が極めて重要で

あった．

現在，南海トラフの巨大地震の発生が危惧さ

れ，今回の震災を上回る被害が想定されている．

今回の経験は，災害への応急対応を迅速かつ的確

に進めるための基礎とすべきものであり，今後と

もこの貴重な経験を生かしていく必要がある．
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２０１１年３月１１日の平成２３年東北地方太平洋

沖地震及び津波により被災した港湾における緊急

物資の輸送が安全に行われる必要があることか

ら，本庁所属の測量船５隻（昭洋，拓洋，明洋，

天洋，海洋）を投入して，被災港湾のうち，国際

拠点港・重要港湾など１１の港湾において，航路

障害物調査を実施した．

災害対応水路測量班班員

政岡久志，堀迫順一，成田学＊１，田中喜年＊２，中

村均＊３，三枝隼＊４，宗田賢二＊５（海洋調査課）

門田和昭＊６，白神庸男，加藤正治，道順茂＊５，杉

山伸二＊１，泉紀明＊７，下村広樹，佐々木高文，

佐藤勝彦＊８，辻泰好（海洋調査課大陸棚調査

室）

池田信広＊９，緒方克司（海洋調査課航法測地室）

兼本完＊７（航海情報課）

井上渉（第五管区海上保安本部海洋情報部）

測量船「昭洋」，「拓洋」，「明洋」，「天洋」，「海

洋」の各乗組員

＊１ 現職 測量船「昭洋」
＊２ 現職 第十管区海上保安本部海洋情報部
＊３ 現職 企画課
＊４ 現職 海洋調査課航法測地室
＊５ 退職

＊６ 現職 企画課測量船管理室
＊７ 現職 海洋調査課
＊８ 現職 環境省水・大気環境局
＊９ 現職 航海情報課

図３３ 測量船への調査指示図．

Fig．３３ Survey instruction map given to a survey ves-
sel.
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